


表紙　中本ムツ子

クボニタ　ミ-ミ-セコロ　クチシぺ　ネクス

ミ-コ　セコロ　クレへ　アンナ

カニアナクネ　アリキンネ　イソンメノコ　クネクス

ピイエ　エルム　ボロンノ　クコイキ　ワ　カン

私は小さいころミ-ミ-と噴いていたので

ミ-コと名前がつきました｡

私はとっても狩りがうまいので

ふとったネズミをたくさんとります｡
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勝内川の水がきれいだった頃

浜田　隆史

勝内は大好きな川｡　昔は､川には魚が沢山いて､入り江にはニシンが群れていて､互いに遊んだり笑ったリしていたという｡本当かな?　違うんでないか?　今は､川の水はひどく汚れて､濁っているので見るのも嫌だ｡悪い川になってしまった｡勝内の水がきれいだった頓は､人々の心もきれいだっただろう｡今　その川口には運河がある｡昔はこの場所で　どんな大きな入り江が広がっていただろう?もう知るよし(由)もない｡勝内は大好きな川｡川口では､磯の香りがすてきで　カモメが飛ぶ｡小棒に来て見て下さい｡勝内はよい川でしょうか?勝内フェリーターミナルから大きな船が海を横切って行きます｡
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拝啓　パルンペご-同様

カンピ　エン･コレ　ワ　ソンノ　イ

ヤイライケレ｡中川さん､松尾さん､成

田さん､大野さん､丹菊さん､片山さ

ん､ア･イワンケノ　オカ･アン　ヤ?

関東　オロタ　シリセセク　ナンコン

ナ｡コロカ､タン　サク　アナクネ　シリメ

マン　ナンコロ　セコE=　ア･イェ　ク
∫

ス､トイ　オルン　ペ　アナクネ　ホタシ

ヌ　ケウトウム　ク･ヤイコロバレ｡サク

アナクネ　シリセセク　ワ　ピリカ｡

ク･アニ　アナクネ　会社ク･ソイネ

ヒ　オロワノ　ク･ヤイヌ　ヒ　コラ

チノ　ウサ　オカイペ//･キ　コロ

ク･アン｡アイヌモシリ　タ　ク･トタブ

ヒ　オロワノ　ウダリ協会　コロ　アイ

ヌイタク　教室　オルン　ク･アフン｡エ

バカシヌ　クル　アナク　沢井アクさん

(イサイカ　イタク､モシ少　レ-) ､奥

田統己さん(ホカンパ　イタク)　ネ　ル

ウェ　ネ｡

アクさん　アナタネ　ウタリ協会　サッ

ポロ支部長　ネ　ワ　シノ　ニシバ　ネ｡

中川さん　コロ　チトセ　ウン　クル　カ

ンピソ･/　カンナ　カンナ　エイワンケ｡

｢中川尊師　ヌイェ　カンピソシ　-

タク　ビラサ　ハ二日　セコロ　イェ

コロ　エバカシヌ｡奥田さん　カ　ウコラ

チノ　アン　ペ　イェ　ワ　アン　アo

(中川さん､イテキ　イルシカ　ヤン｡ )

コンピューター　オルン　バチェラー

カンピソシ　ク･ヌイェ　ア　コロカ､

タネ　アナクネ､ ｢アコE]イタク｣テキス

ト　ク･ヌカラ　コロ　イタク　　ク･ヌ

イェ　コロ　ク･アン｡索引　イサム　ク

ス　ク･カラ　クスネ　ワC　アイヌイタク

教室　オルン　ア･エバカシヌ　クル

アナクネ　ネアンペ　コロ　ルスイ　コロ

オカ｡　バチェラー　カンピソシ　アナ

クネ　テ　バクノ　3000イタク　シサム　イ

タク　ク･タサレ　ワ　オケレ｡

ク･アニ　カ　ナア　アイヌイタク　勉

強　ク･キ　クスネ　ワ､ウタリ　オピッ

ク　パルンペ　オッタ　アリキキノ　カ

ンビ　カ　カンピソシ　カ　カラバ　ヤ

ン｡ク･アニ　カ　原稿　ク･ヌイェ

クスネ　ナ｡イェイ!

1995年7月24日

浜田隆史

ク･コu CD rカピタ　ホプン′iJ　アナクネ

9　チュプ　オロワ　ア･ホタ　ナンコdo

ギターソロ　ネ　ルウェ　ネ.
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サッポロ　ウン　井筒
Ponkotan-kofkurpo注I Antowanu du SanトEkusuperi

(札幌市在住　井筒)
Iwanpa ku=ne hi ta, onne nHay注3 0ruspe a=nuye, "sonno an a DrUSPe･-　sekor

a=yerekDr ka叩ISOSiE) orlaa=ramtuynOkaku=nukar･ Orlaanakne,

sine cikDykip ruki tor an porn tDkkDnj a=nuye wa an･ Tanpe ned noka

k=eykDySamPa Waku=nuye p ne ruwe Jle･か

NeakanplSDS Or Ea anakne, ene a=nuye wa an: "por° tDkkoni ular eps.江5

kuykuy ka somo kin°, rukj waisamruwe ne･ Drowa. tans moyml)yke

eaykilP Line, hDnihi onnay ta Okay pe isam pakno. iwan cup eplttamOkor

ruwe ne.rF

Toanpe ku=nukar wa, por° nitay lumu la Okay pe k=eyaykosiramsuyE

ayne,iZ6iro kor kanplnUyeP ani荘7 ku=kDr hDSki JIDka ku=nuye･泣aKu=nuyE

hDSki noka･ii9 HDSkino ku=nuye noka anakne ene an: tEIO

Ku=myepirka p鍾ll rupnekur utarku=nukare waku=nuyenDka

eci=sitoma ya ku=koplSi.

En=koytak:EE12 "Hnta kusu konci asitDma ya7日釦

江lいきなりタイトルから迷ってしまった｡原文は､LepetilprhlCeで､ ｢幼い｣または｢小さな｣ ｢王子｣位

の意味だがpt))I kolallkorkuTPO])a (小さな国持つ者の子)だと､ (小さな)が国持つ者に掛かってしまう可能

性がある｡また､ (国持つ者の子)の全員が王子になる訳ではない｡物語りの内容上王子は小さな星を一つ

治めている､または持っている者なので､結局｢小さな王様｣位の意味を狙ってこのような表現にとりあえ

ず決定した｡
注3原文は､ laFD,ileVlergeで｢未開の｣あるいは｢手つかずの｣ ｢森｣ ､つまり｢原始林｣であるが､ ｢古

い､歳を取った薪｣位の意味の表現を選んだ｡
江3これはko,re "son.10 al, aOruSPe" llekanpisos (それ持つ名前｢本当にあった話｣である本)とも表現でき

る｡
ifヰ叫e (これが)が主語､ Ilea nOka i-eykoysaJnPa Wa ku=luye P (その絵を真似て僕がも机､たもの)か補軌

Lt5 (大きな蛇たちが) a (食べる) p (物)に分脇で卓､城文のJeurp'oie ｢牧等の朗｣の意を意凶している｡

epiとなっているのは､ j'Tr属形を取っているため｡
法丘原文は】-ai alo,～ beaucoup ref)echi SUT les ayellluleS de lajullSle eL. (そこで､僕はジャングルでのIIi米執こつい

て沢山考えてそして､ )の意B (沢山考えてそして)をk=cyaykoSjEalllSuyeaylle (僕考えたあげく)と表現し

た｡
注つ原文は､ avecu.. cmyoll血couleu, (色鉛筆で)だが､ (鉛筆)に当たるアイヌ語が見つからないため､服

粕等のアイヌ語方言辞ilttの｢笥｣という語の沙流のJliにあるkarLlかuy叩与川いて､ i一l) hut kallPilluy叩alu (也

持つ蟹で)と表現した｡ ｢鉛筆･蟹｣は､さしずめa (人) e (それで) i (もの) lluy鳴くp (物)位になろ

うが､造語は原則としてしないので､辞BtLにある語を破ったo
ttaB,-話文は､ j･ai ∫菖tdSLa lracermollP'emiel dessh-. (僕の最初の絵を描くことに成功した｡ )であるが､ (成

はくどいのでD ku=korhL)Ski nobku=nuye (僕の最初の絵を描いた)としたo
LZ'原文はMon dessinJltlmiLO 1. (ぼくの絵第1号｡ ) 0

itlO原文はuぬilcomme6a: (それはこのようだった: ) ｡アイヌ語で｢それ｣は出ないので､唯単にeneaJl

でも長いかも知れない｡
ifll原文はmoJHheE-d･ceuvre (僕の傑作を)だが､アイヌ語で｢傑作｣の意の語が見当たらないので､ kJ-I-uンe

pifka p (僕の書いた良いものを)とした｡
注12原文はEIJes mlonHepol､du: (彼等(姓は女性だが意味は単にr大人｣ )は僕に答えた: )の意味B

はl】ァィヌ譜方言辞iFtLで｢帽子｣を見ると､ koJIClとsap叩eの二つが沙流の項にあるが､後者はJ特別な場合

に身につけるものであるので前者を選んだ｡しかしkt)JIClは､ ｢亘かr)｣の昔である｡
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｢小さな王子｣ ( ｢星の王子さま｣ )

アントワーヌ･ド･サンテグジュペリ作　イトゥンチ訳

私は6歳の頃あるとき､ある素晴らしい絵を｢実話集｣という､原

始林についての本のなかで見ましたoそれは野獣をのみ込もうとしている､

ポアという蛇を措いたものでした.ここにそのイラストの写しがありますo

その本にはこう書いてありました｡ ｢ポアという蛇は獲物を噛まず

に丸ごとのみ込みますoそのあと､動けないでいて消化のために以後6カ

月のあいだ眠ります｡ ｣

そこで私はジャングルでの冒険についてよく考え､今度は自分の香

とばかりに､色鉛筆で私の初めてのイラストをうまく措きあげましたC私

のイラスト第-号Cそれはこんなぐあいでした｡

私は自分の傑作を大人たちに見せました｡そして私のイラストが怖

くはないかと尋ねましたo

彼らはこう答えました｡ ｢どうして帽子が怖いんだい?｣



レフQJ竜き.,オ汐しろ)
カント　オロ　ベカ+　アラ　バ　サロ(アシ　ヌプリ)

③　シソクンネ　コロ

モソソ　ワ　ボンノボンノ　ニコニム･

④　ユキタイ　バクノ　シレバ

ワ　エクン　コンナ　ニオロワ　ホプ二.コE]　カハチリ　カ　ソモ　キ.

⑤　ネトパケ　オカリ　ウシ

カバラカブフ　ヘビラサワクス　カント　オ㌦ンホプニ　カ　エア/カィ.
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亨毎夕it見聞談(8)片山龍茎

空を飛ぶ撰

①ボルネオ島でヒヨケザルという名の猿を見つけました｡

②日中は木の幹に止まっていて､動きもせずに眠っています｡

③辺.)が暗くなるとEIを覚まし､少しづつ木を昇っていきますo

④木のてっぺんに着くと･突然､木から飛びたちます｡しかし

諸下はしません｡

⑤体を覆っていた薄い皮膜が広がるため､空に飛びたつことができるのです｡

⑥この動物は森を移動しながら木の枝に昇り､葉を食べます｡

しかし､少ししか食べません｡

⑦森にある食べ物をほんのわずかだけ食べ､あまり動かず､ゆったりと

暮らしているのです｡

⑧この猿は巣を作らないため､大雨が降っても隠れる所がないので

びしょ濡れになっています｡

⑨あるEL母嶺の懐から小さな歳がのぞいているのを見つけましたo

赤ちゃんが生まれたのです｡

⑳それから半年後.その赤ちゃんはもうすっかり大きくなっていて･

ひとり森の中で暮らしながら､空を飛んでいました｡

(実はヒヨケザルは､分類学上サルには属しません｡かといって他の仲間にも属さず

.ヒヨケザルだけの科に分類されていて､研究者でさえ見ることが稀な動物です)

[原稿検討会でコ

ァィヌ語で｢空を飛ぶ｣という表現は､意外と難しいものであることを知りました｡ホ

プ二は｢飛ぶ｣という意味ですが､この言葉にはジャンプする､つまり･飛び立つ･と

いう意味しかなく､ヒヨケザルが滑空する(またはトンビが空をゆっくり論を措いたり

､鳥が喋る)時のような場合には使えない単語だそうです｡ですから④や⑥のような･

飛び立つという時にはホプニでいいのですが､ ⑳のように空を飛ぶという時には､カン

ト　オロぺカ　アラバは･の所･の面的な場所を･行く)と言い換えました0

.8･
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サラエペライ　(経凝モシ,)オッタ　アユウパシクマ)

テユタ　カネ､モユタ　ネワ　エサマン　ウエカタイロッケノ　オカイ　ハウェネ｡

エサマン　アナタ　ソンノ　チェブコイキ　エアソカイぺ　ネ　ワ､ランマ　カネ　チェプ

モユタ　エレ　ハウェネ｡ヒクス　モユ,エネ　イタキ､

｢ランマ　ランマ　エイエレ　キプ　ネ　クス､アオカイ　カ　ネコン　エイキ　ワ

チェブ　エコイキ　ルウェ　イエバシクマ　ヤン｣　アリ　イタタoアイケ　エサマン

エネ　イタキ､

｢ホカンパプ　カ　ソモネ　ナ｣　アリ　イタタD

｢インカ_-,クス､タソコ｡ユプケ　アンチカッタ､ぺトッタ　サパン　ワ　コンル　シ

ンブイ　アカラ　ワ､オロ　アサラ　アユウシ　コ､ネ　オカリ　チェプ　ボロンノ　コ

トイセ　ナンコ｡｣　アリ　イタタ　ハウェネ｡

｢ヤタン､タンコD　ユプケ　アンチカッタ､ぺトッタ　サパン　ワ　チェア　アコイキ

クスネ｣　アリ｡

オロワ､夕.JコD　ユプケ　アンチカッ夕　べトッタ　サン　ワ､コンル　シンプイ

カラ　ワ､オロ　サラ　エウシ　ハウェネ｡シンルプシ　ワ　エネ　イキ　イ　カ　イサ

人ぺ　ネ　クス､

｢ヮッカ　ナ人　フミ!｣　アリ　イタク　カネ　トゥナシノ　エタイユ｡コ.カ､シネ

チェプ　ポカ　イサム　クス､スイ　アサラ　アユウシ　ヤク　ビリカ　アリ　ヤイヌ　ワ､

イルカイ　ネコ　エタイェ　コ｡カ　ネブ　カ　イサム､タネ　レスイ　アキ　クス　ナ

オホンノ　アエウシ　クスネ　アリ　ヤイヌ　ワ､シ.,ペケ.,バクノ　エウシ　ワ　ア

ン､サラ　ルプソ　ワ　エタイェ　カ　エアイカナ　ハウェネ｡アイネ　アイヌ　オロワ

アパ　ワ､トイ　ライ　ウェン　ライ　キ　ワ　イサム｡

アイヌ語拍訳/成田英敏



尻尾の釣り　(津軽民話)

むがし､独ど川塀ど兄弟分であったんだどLo川塀あ魚獲りに上手で､●もったど短さ

ご吾そうするんだどし｡.X'したどごで独あ､　　　　　しか

｢我あむったど､お前のごちそうになるんだや､我あさも魚の換り方教えでけろじゃ｣っ
し

て､言たってなo Lたけぁ川瀬あ､

｢なんも難しぐないもんだ｣って､言たってな｡

｢ぁのさ､せしばれだ晩げに川の氷さ穴あけで､尻尾人でおげば,その尻尾さ魚あなんば

でも付いでいるはんで｣って､言たってねし｡

｢そうせば､しばれだ晩げに川さ行って魚あ獲る｣ってo

そうして､しばれだ晩げに川さ行って､氷さ穴あげで､尻尾入れだってDさあしばれ

でるもんだどごで､
i

rLゃっこいなあ｣って､すっぱらど上げだどし｡したぼって､なんも付いで来ないず

し､まだ尻尾入ればいいど思って､しばらぐしてから上げだぼって付いでないし､三回

目だば少し長く入るど思って､夜あ明けるまんで入れでおいだけぁ､尻尾あ凍みで扱げ

なぐなったんだどし｡とうとう人の目にかがって､殺されでしまったってねし｡

(西津軽郡木造町･対席ツナさん(明治37年生まれ)の伝疎〉

X･むったど-いつも

したどごで-それだから

しばれだ晩げ-凍りつくような寒い晩

しゃっこい-つめたい

-作品角牢説-

この民話は､佐々木逮司編著『津軽の民話』 (日本民話の会､ 1994)に収録されてい

たものである｡佐々木氏の探訪日詰には､ 1984年とあり､対馬ツナさんは当時79歳との

ことである0 -読して分かるとおり､知里真志保編訳『アイヌ民課集』中の''pananpe

konru shinpui kar wa oro chiyehe eushi''と同類である.この点については､関敬曹

氏の解説に詳しいので､参照されたい｡ 『津馨の民話』には､他にも､ "Panampe opke

orushpe"と殆ど同じ内容の､ ｢尻ふり爺コ｣という話があり､アイヌ民話との関連

が推察されて､非常に興味探い｡

.15･
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広告の一､こ　-　ジ

音声テープ付き

『絵本　-　カ　ム　イ　　　ユカ　ラ』

★　日本語が一切出てこない､アイヌ語だけの絵本です｡

★　千歳地方の6つのカムイユカラ　を収録｡

★　語り手は､白沢ナベさんと､中本ムツ子さん｡お二人の音声テープ付き｡

★　絵は.成Efl英敏さん､西山史真子さんなどアイヌ文化に精通した画家が担当｡

★　絵本はB5横判で. 192ページ.

★　この他､ ｢解説書｣が別冊で付きます｡

★　　r解説書｣は､中川裕先生の監修で. 120ページ｡英訳付きD

★　絵本､音声テープ､解説書､の3点セットD

★　どなたでも苦労しないで自然にカムイユカラ　が語れるよう工夫されています｡

★　価格は､ 6800円
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8号後記

7号を出してからもう一年近く蘇ってしまいましたo私を含めまして､編集スタ

ッフが大変忙しくなってしまって､なかなか集まることも難しくなってしまったた

めに､投稿された方にも購読されている方にもご迷惑をおかけいたしました｡心か

らおわびいたします｡その代り,編集スタッフの一員である片山龍峯(アシ　ヌプ

リ)さん､成田英敏さんらが中心になって『カムイユカラ』というテープつきの絵

本を刊行いたしました｡アイヌ語の教材としてとても役に立つものだと患います｡

詳しくは本誌の18119ページにありますのでお読みください｡ 4月からは新学期と

いうことで,新たに体制を立て直すことにいたしました｡今後は最低年3回の発行

をめざして頑張りたいと患いますので､よろしくお戯uいたします｡ (中川)

今回の表紙は千歳の中本ムツ子さんのイラストですoこのイラストは中本さんが

広告の紙の嘉にミ-コを何気なくスケッチしたものですDところが,この二日後に

なんとミ-コは草にはねられてオヤモシリへと行ってしまったのです｡ふだんスケ

ッチなどまったくしたことのない中本さんが､そのElにかぎってミ-コの姿を措い

たというのは､なんとも不思議な感じがします｡ (アシ　ヌプリ)

パルンぺ第8号

編集　　パルンぺ額集部

発行日1996年3月20El

投稿原稿送付先

〒263　千乗市稲毛区弥生町1･33

千葉大学文学部　中川研究室
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